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研究成果の概要（和文）：テオティワカンはメキシコ中央高原に栄えた新世界最大級の古代都市である。我々の
モニュメントにおける先行研究により明らかになった国家の象徴体系、儀礼、他文化圏との交流などの資料をベ
ースに、「石柱の広場」の発掘では国家政体、都市中心部の公共施設では誰が、何を行なっていたかを探求し
た。広範囲におけるピット、トレンチ発掘により、中央広場、モニュメント、儀礼場周辺の機能的空間の豊富な
データを得ることができた。公共施設における頻繁な増築史、それぞれの時代のアート製品や儀礼品を得て、特
にモニュメントの裏側の資料では、遠隔地マヤの王族が来てマヤ壁画を描き、一方で大規模な生贄儀礼が行われ
ていたと実証できた。

研究成果の概要（英文）：Teotihuacan was one of the largest ancient cities in the New World, that 
flourished in the Mexican highlands around 1st to 6th century AD. Based on the data of the state's 
symbolism, rituals, or interactions with other cultural areas that we uncovered by previous 
investigations at the monuments, we intended to further explore the state polity, who and what were 
executed at the public buildings in the city's core area. Consequently, we gathered rich data on 
functional space at the main plaza, monuments, or around the ritual complexes through pit/trench 
excavations. We obtained information about frequent enlargement programs of the public facilities, 
artistic and ritual objects, and uncovered that the Maya royal families from distant areas painted 
their own murals, and that a large scale rituals were taken place, according the data gathered 
behind the monuments.

研究分野：新大陸考古学

キーワード： テオティワカン 　メソアメリカ 　新大陸考古学 　古代都市文明　メキシコ古代史

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は人類史において、都市の発祥メカニズムとそれに関わるヒトの特性について探求し、さらにテオティワ
カンの場合、誰が、どのように計画都市を創出し、また実際に何を行っていたかを探った。都市の心臓部にある
儀礼ー宮殿タイプの「石柱の広場」の本発掘により、国家施設として３番目に大きな儀礼空間であったこと、ア
ステカ時代に有名な生贄儀礼がさらに１千年以上も遡り大規模に行われていたこと、そして国際的な集会、大祝
宴が国家事業として行われていたことが解ってきた。トップレベルでの知識の交流とそれぞれの国家の特産物の
交易が、都市の政治体制・社会構造をさらに複雑化したと傍証された。現代の都市機能がすでに存在していた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 テオティワカン考古学の大きな課題は、計画都市の中心部がどのような機能を持って国
家が運営されていたのか、まだ王族はどこに住み、どこに埋葬されていたのか、未解決なこ
とである。一部のアパートメント式住居や 3 大モニュメントは発掘調査されてきたが、国
家の中枢の機能を果たしていたと思われる「死者の大通り」両側の広大な群は、内部まで十
分な調査がされていなかった。そのような中心的施設のひとつである「石柱の広場」は、先
行研究により予備的な発掘が行われ、大きな宮殿タイプの儀式用施設と住居の建築複合体
であると想定できるようになった。本研究はすでに詳細な研究計画書をメキシコ政府の考
古学審議会にも提出し、認可されている。 
２．研究の目的 本研究では、2013 年以前には全く未発掘であった「石柱の広場」におい
て、大規模なトレンチ発掘、トンネル調査により、本公共施設がテオティワカン国家の中枢
施設のひとつであったことを指摘し、その機能を探る。積極的に深層部（早期）まで深掘り
し、そこで行われた儀礼や国家の業務、また住民の同定に役立つ資料を得ることを目的とす
る。 
 テオティワカンで未解明の中心的な課題「古代都市の発祥」、「計画都市の象徴的な意味」、
「政治組織/階層社会の形成プロセス」、「テオティワカン国家像」についての新しい資料を
得て、実証的な新解釈を構築することを目指す。また「死者の大通り」を挟んで「石柱の広
場」の東に建設された「太陽のピラミッド北の広場」にも、その東西、南北軸上に小規模な
トレンチ発掘を行い、この建築複合体の機能と「太陽のピラミッド」との関連性を探求する。
(図 1) 
 

 
図１．テオティワカンの中心地区平面図（LiDAR Map by the Plaza of the Columns Project） 
 
３．研究の方法 
 平成 25-28年度の基盤 A（海外）の発掘プロジェクトを継続発展させ、メキシコ政府研究
所やアメリカの他大学との本格的な国際研究プロジェクトとして、最大規模の国家施設「石
柱の広場」の総合的発掘調査を先導する。担当する研究機関により発掘区域を区分して、機
能的な関係を保ちながら独立して行う計画である。LiDAR による 3 次元測量図をもとに発
掘計画、また遺構や遺物の記録を行い、必要な修復作業を完了した後、遺構は保存のため最
終的に元の状態に埋め戻す計画である。 
 遺物（土器、土偶、黒曜石、石彫、人骨、動物骨、動植物破片など）の整理・分析と年代
測定サンプリングなどは、テオティワカンの遺跡公園内にある研究施設と、遺跡近郊のアリ
ゾナ州立大学の考古学研究センターにて行う予定である。研究分担者の佐藤がテオティワ
カンにて土器の分析、また植田、水野が DNA分析用のサンプリングを、平成 30度夏以降
にテオティワカンにて行う予定であったが、Covid-19 パンデミックの影響で渡航が難しく
なり、手持ちのサンプルの再解析、再解釈などで対応した。 
 
４．研究成果 
 トレンチとトンネル発掘調査を日本研究チームが担当する B地区と F地区で進め、その
後の遺物分析を継続して行い、具体的な年代を示す資料と共に広大な建築複合体の機能、そ
れぞれの改築・増築史を部分的ながら把握することができた。(図２) 
 



 

図 2 「石柱の広場」複合体の平面図。日本班は発掘区 Bと F, 2019年度からは B, D, F区
を担当した。 
 
(1) 「石柱の広場」複合体の中心広場は層位が浅く、床上に遺物はほとんど検出されなかっ
た。しかし東西中心軸付近には床面直上に石彫や壁の跡が検出され、一貫した儀礼空間の残
骸と理解できる。東西軸上にある祭壇では複雑な増築跡、大柱穴、壁画跡などが見られ、早
期から儀礼場として機能していたことが窺える。 
 
(2) 中央広場西に位置する中央マウンドでは大規模の盗掘跡が確認された。また
Teotihuacan Mapping Project が解釈する前庭部は本マウンドにはなく、盗掘時に出土した
盛土を誤解釈したと考えられる。中央部に階段が確認され、さらに内部に向けて５メートル
だけトンネル発掘したが、内部から早期の建造物は発見されなかった。 
 
(3) 「石柱の広場」北の大マウンド（Structure 25C）は前面（南面）の破損が激しくそこ
からのトンネル調査が危険なため、マウンドの裏側（北面）からトンネル発掘を行い、さら
に古い時代の施設の存在をその中心付近で確認した。ピラミッド形式でない建造物であり、
「石柱の広場」が作られる前時期に属するプラットフォーム形式の儀礼、または神殿の基壇
と考えられる。 
 
(4) 上記のトンネル発掘により出土した早期の基壇では、それが放棄されるときに中心軸
上に奉納セットが埋葬されたことが確認できた。ワシとクモザルが、緑石の装飾品、黒曜石、
貝製品など大量の象徴品と共に奉納され、それらを埋め込むように現在見られる「石柱の広
場」北のモニュメントが造られいる。クモザルはメキシコ中央高原に生息せず、千キロ以上
離れたマヤなど亜熱帯地域から生きて持ち込まれたと考えられる。 
 
(5) 同じトンネル発掘では、「石柱の広場」北のモニュメントの北壁に接して数万点の土器
の廃棄場が発見された。層位から、恐らく「石柱の広場」完成直前に行われた儀礼に使われ
た土器を意図的に破壊し、食料と共に新しい床下に埋め込んだと思われる。国家行事が行わ
れたであろう大広場のモニュメント裏側が、儀礼のための準備、また儀礼終了後の遺物を廃
棄するために使われていたと示唆する。廃棄場の区域はさらに西に広がっており、Covid-19
で一時中断した発掘を終了後、土器など儀礼用品や食料の残骸の総合分析を進める予定で、
具体的な祝宴、国家行事の復元に貴重なデータを与えると期待している。 
 
(6) 上記のトンネル発掘の東 70 メートル付近（A地区）では、生贄にされたと思われる大
量の犠牲者の人骨が発見された。同トンネルの北 20 メートル付近（D地区）では、2,016年
度からマヤ形式の壁画破片が大量に発見されており、パンデミックで中断後、2021年度ま
でマヤ壁画片の調査が続いている。これらのデータは、テオティワカンの大広場が、生贄儀
礼など国家行事を執行する聖空間であったと傍証している。同時に生贄の人骨分析や土器
の図像、またマヤの壁画は、テオティワカンの国家行事に遠隔地に住むマヤやサポテカ族な
ども参加したと物証しており、メソアメリカの広領域に及ぶ相互交流がテオティワカンの
儀礼にすでに遅くても紀元後 4世紀には組み込まれていたと物語っている。 
 



 
 
 
 
 
 
 今後の発掘調査や遺物分析などの成果は、他の専門家や学生、また一般人にもアクセスで
きるよう、2018年から２か国語の「石柱の広場」プロジェクトのウェブサイトを公開し、
さらに、2019年の 3月には日本語サイトの一部も開設した。  
英語サイト http://ppcteotihuacan.org/en/home/?lang=en  
スペイン語サイト http://ppcteotihuacan.org/es/pagina-de-inicio/  
日本語サイト http://db.csri.for.aichi-pu.ac.jp/plaza_of_columns_complex_jp/ 
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